
高齢者基礎調査　調査項目（たたき台）

①高齢者一般
③これから高齢期を迎える方

④特養入所待機者

大項目 大項目

・緊急連絡先(Q7)
・ライフスタイル、介護経験の有無、引きこもりの子との同
居状況等

-

-

・地方移住に関する意向(Q36)

健康

-

・外出場所(Q50）
・区立施設の利用状況(Q51)
・外出先(Q52、54)：立寄り場所、外出に際し困っていること
・買物先(Q53)、買物に際し困っていること
・就労状況(Q55)
・運動等の実施状況(Q56)
・外出手段と車の運転

・参加のきっかけ(Q58)、地域活動に必要なもの(Q61)
介護予防 ・取組状況(Q62-63)、希望の取組・条件等(Q64-69)

・認知症家族会や認知症カフェの認知度等
・認知症診断、診断後に必要な支援
・ひとり暮らしの方が認知症になったときの在宅生活等の
意向

・日常生活で困ったときの相談先(Q86)
・ICT機器の利用状況(Q93)

・介護者視点の申込理由(Q59)、期待(Q60)
※太赤字は、前回調査に含まれていない項目　　※内容欄の設問番号は、前回調査のもの　　※大項目のうち、上段：共通項目、下段：各調査の独自項目　　※青字は介護予防日常生活圏域ニーズ調査項目　　※下線は削除候補

②要支援・要介護認定者 ⑥施設入所者意向調査

内　　容 内　　容

基本属性/
生活状況

・基本属性(Q1-3)：記入者、性別・年齢、居住地域、世帯構成
・生活状況(Q4-9)：自立度、子の有無、日中の過ごし方、世帯年収、暮らし向き、節約するもの、資産状況

基本属性/
生活状況

・基本属性(Q1-3)：記入者、性別・年齢、居住地域、世帯構成
・生活状況(Q4-9)：子の有無、世帯年収、暮らし向き、節約するもの、資産状況、生活場所、住まい

-
・入所期間(Q8)
・入所前の住まいの現状(Q11)

地域での活動

日常生活
・運動・閉じこもり(Q12-18)：運動、転倒、外出
・口腔・栄養(Q19-22)：身長・体重、入れ歯、食事の状況
・日常生活(Q23-29）：物忘れ、外出・買物等の自立状況、困りごとの有無

本人の心身
の状況

・要支援・要介護度(Q10)
・医療措置の状況(Q11)、認知症の状況(Q12)

・入所前の要介護度(Q13)

住まい・
住まい方

・住まい(Q30-31)、住宅改修の意向(Q32)
・介護が必要になった場合に希望する暮らし方(Q33)
・ケア付き住まいの費用負担への考え(Q34)
・グループリビング・リバースモーゲージに関する意向(Q35、37)

特別養護
老人ホーム
入所申込状況

・申込の意思決定者(Q16)
・申込理由(Q23)

・最初に申し込んだ時期(Q13)
・申込タイプ(Q14-15）
・施設見学の有無(Q17)
・入所基準の認知度(Q18)
・医療行為への対応状況の確認(Q19)
・情報の入手経路(Q20)
・申込後に欲しい情報(Q21)
・入所申込をした特養を選択した理由(Q22)
・特養に期待すること(Q24)
・区外特養の申込状況(Q25-26)
・現在の入所意向(Q27)
・入所辞退の経験(Q28-30)
・入所希望の時期(Q31)
・特養以外の施設の申込(Q32)
・在宅生活の希望(Q33)
・ACPの認知度、終末期に必要な支援

医療

・受診状況(Q44、46）：かかりつけ医等の有無、受診状況
・食事回数(Q45)
・在宅療養の希望(Q47)、ACPの認知度、終末期に必要な支援

・相談窓口の利用意向(Q46-47)

日常の活動

・外出頻度(Q48-49)、外出をためらう問題点(Q54)

・申込経験(Q16)
・今後の申込意向(Q18)

・高齢者向け住宅・施設の認知度(Q32)

・主観的健康観・幸福感・うつ傾向(Q38-41)
・健康(Q42-43)：喫煙の有無、病気の有無
・聞こえ（聴覚）の状況と必要な支援
・熱中症予防・対策

・利用状況(Q34-36)：利用内容、満足しているサービ
ス、支給限度額との兼ね合い
・ショートステイ(Q40-43)：利用状況、利用目的、希望
との合致

-

・介護サービスと保険料についての考え(Q37)
・介護保険料の負担感(Q38)
・介護サービス利用料の負担感(Q39)

・介護サービスと保険料についての考え(Q70)
・介護保険料の負担感(Q71)

-

・要介護度(Q48)、申請理由(Q49-50)
・利用状況・満足度(Q51-52)
・ケアマネの満足度(Q53-54)
・サービス利用による変化(Q55)

・未利用の理由(Q56)
・要介護度の改善に対する考え(Q57)
・総合事業の利用に対する考え(Q58)
・介護サービス利用料の負担感(Q61)

-

・会・グループへの参加(Q57)
・地域活動への参加意向(Q59)、企画への参加意向(Q60)

-
-

介護

入所施設の状況

・満足度(Q44-45)
・入所施設への期待(Q46)
・入所施設にあるとよいサービス(Q47)

・近所付合の程度と必要性(Q76-77)
・必要な手助け/自分ができる手助け(Q78-79)
・お正月の過ごし方(Q80)
・友人との交流(Q81)

-

・特養に移りたい理由(Q48)
・利用している介護保険外サービス(Q22)
・満足しているサービス(Q23)

介護

権利擁護、
認知症

・成年後見制度の認知度、利用意向(Q10-11)

・虐待(Q82-83)/認知症(Q84-85)：相談先、必要な施策

-

助け合い

・周囲との助け合いの状況(Q72-75)：心配事等の話相手、看病

保健福祉施策

・老後に必要なこと(Q87)、高齢者と思う年齢(Q88)、将来の不安(Q89)
・地域包括支援センター(Q90-91)：認知度、期待
・知識・情報の入手方法(Q92)
・力を入れてほしい高齢者福祉施策(Q94)、区への意見・要望(Q95) 区の施策・情報

・知識・情報の入手方法(Q49)
・区への意見・要望(Q50)

-

介護家族 -

・主な介護者の基本属性(Q83)
・介護期間(Q84)
・介護者の就労状況・意向(Q85-86)
・ダブルケア(Q87)
・利用しているサービスの満足度(Q88)
・介護の困りごと・負担(Q89)
・介護に関する相談先(Q90)
・介護者自身の希望する将来の姿(Q91)、介護者支援等

介護者

・主な介護者の基本属性(Q51)
・介護期間(Q52)
・介護者の就労状況・意向(Q53-54)
・ダブルケア(Q55)
・利用しているサービスの満足度(Q56)
・介護の困りごと・負担(Q57)
・介護に関する相談先(Q58)

・介護者視点の申込理由(Q36)、期待(Q37)

別添



大項目 大項目

【居宅のみ】
利用者本位の
介護サービス

日常生活

利用者数

苦情対応

サービスの
質の向上

助け合い

総合事業

※太赤字は、前回調査に含まれていない項目

※内容欄の設問番号は、前回調査のもの

⑤介護サービス事業所調査 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

内　　容 内　　容

基本属性
・事業(Q1-2)：提供サービス、運営主体
・住所(Q3)
・事業所の従業員数（Q4）

基本属性/
生活状況

・基本属性：記入者、性別・年齢、居住地域、世帯構成
・生活状況：自立度、暮らし向き
・介護・介助が必要となった要因、介護・介助者との関係（該当者のみ）
・住まい

・今後必要なサービス（Q5-9、16、18-21）、在宅看取り
・自立支援に向けたケアマネジメント(Q10-13）
・包括との連携状況(Q14)
・入退院支援・調整
・宿泊デイに対する考え(Q15)
・認知症による徘徊(Q17)
・保険外サービス(Q22)

・運動・閉じこもり：運動、転倒、外出
・口腔・栄養：身長・体重、入れ歯、食事の状況、嚥下、口の渇き、歯磨きの頻度、嚙み合わせ、体重減少
等
・日常生活：物忘れ、外出・買物等の自立状況、詳細な自立状況、趣味、生きがい
・外出の頻度、外出を控えている理由（該当者のみ）、外出時の移動手段

・利用者数と要介護度の変化(Q23-24)

地域での活動
・会・グループへの参加
・地域活動への参加意向
・企画への参加意向・サービス提供困難時の対応(Q25)

・苦情への対応(Q26-27)

・第三者評価の受審状況(Q29)
・質の向上のための取組内容(Q30)
・事故防止の取組内容(Q31)

・周囲との助け合いの状況：心配事等の話相手、看病
・相談相手、友人・知人と会う頻度等

事業所の運営

・定員数と稼働状況(Q31)
・保険外サービスの提供(Q32-33)
・要医療等の利用者への対応(Q34)
・在宅生活の継続に必要な条件(Q35)
・医療的ケア等への対応(Q36-37)、ACPへの対応
・医療と介護の連携への対応(Q38-39)
・災害時の対応(Q40)
・事業運営上の課題(Q41)

健康
・主観的健康観・幸福感・うつ傾向
・健康：喫煙の有無、病気の有無、飲酒の有無

介護保険
制度改正

・平成30年介護保険制度改正による影響(Q63)
・利用者から寄せられた区への意見(Q64)
・要望・意見(Q65)

※緑字はオプション項目
※項目数：基本項目33、オプション項目29

・総合事業の効果(Q42)
・充実すべき多様なサービス(Q43)

地域との関わり
・地域との関わりの状況(Q44)
・ボランティアの受け入れ(Q45-46)
・事業者連絡協議会への期待(Q47)

人材確保・育成

・職員の過不足状況(Q48)
・採用者数・離職者数(Q49)
・人材確保策(Q50)
・確保が困難な職種・不足数(Q51)
・研修や資格取得支援(Q52-53)
・人材の定着のための施策(Q54-56)
・介護ロボットの活用(Q57-58)
・外国人介護人材の活用(Q59)
・練馬介護人材育成・研修センターの研修の効果等(Q60-61)
・区に取り組んでほしいこと(Q62)


